
秋保の民話の伝承活動として、定期的に民話語りを行って
います。どうぞお立ち寄りください。

● 場　所　秋保・里センター（観光案内所）
● 活動日　毎月第2、第4 日曜日 10時30分～11時30分　
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長袋の民話

長袋の民話

【ようこそ「秋保の民話」へ】

　仙台城下と山形とを結ぶ交通・交易の拠点であっ

た秋保郷。江戸時代から続く民話や伝承を記録した

「遠野物語」。秋保と遠野は地理的、地勢的に共通点

があり、遠野物語ほど数は多くないものの秋保にも

多くの民話、伝承が残されています。

　日常から離れて癒されたいとき、晴れやかな青空

を眺めたいとき、里山の木々に包まれリフレッシュし

たいとき、そんな時にはぜひ秋保郷を訪ね歩くことを

おすすめします。

　秋保郷には民話に登場する日本の原風景が残って

います。このパンフでは、民話の情景を色濃く残す場

所、大切に受け継がれている昔話を紹介しています。

往古千年の街道に、語り継がれる物語がある。

自然、歴史、喜び、悲しみ・・・

長袋を歩いて巡る、昔語りの舞台への旅。
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小
滝
沢
は
豊
後
館
の
要
害
で
あ
る
。館
主
が
最
上
勢
を
む
か
え
討
つ
た
め
、釡

淵
手
前
の
陣
場
ま
で
出
陣
し
た
と
こ
ろ
、手
薄
に
な
っ
た
館
を
狙
い
名
取
川
向

か
い
の
白
岩
か
ら
奇
襲
を
受
け
た
。留
守
を
守
る
奥
方
は
吾
が
子
を
抱
い
て
、小

滝
沢
に
身
を
投
じ
て
、劣
勢
の
館
主
を
助
け
た
。別
に「
子
抱
き
沢
」と
も
い
わ
れ

妻
子
の
霊
を
弔
う
た
め
、西
光
寺
が
建
て
ら
れ
た

　
磐
司
岩
に
住
む
磐
次
郎
・
磐
三
郎
が
、鬼
ば
ば
が
住
む
長
袋
に
向
け
て

矢
を
放
っ
た
と
こ
ろ
、石
ケ
森
山
を
か
す
め
た
た
め
に
、失
速
し
て
手
前

の
畑
に
突
き
刺
さ
っ
た
。そ
の
矢
は
そ
の
ま
ま
逆
さ
に
な
っ
て
根
付
い
た

の
で
、人
々
は
こ
れ
を「
逆
さ
竹
」と
呼
び
今
も
大
切
に
保
存
し
て
い
る

「
旧
小
滝
沢
橋
」

「
さ
か
さ
竹
」

「
お
せ
ん
地
蔵
」

「
清
水
窪
」

　
二
口
街
道
を
行
き
来
す
る
旅
人
が
、辻
斬
り
に
襲
わ
れ
命
を
落
と
し

た
。供
養
に
訪
れ
て
い
た
娘
の
お
せ
ん
も
切
り
つ
け
ら
れ
た
が
、刀
は
三

つ
に
折
れ
、娘
の
命
は
助
か
っ
た
。そ
れ
は
、六
尺
あ
ま
り
の
大
石
が
身
代

わ
り
に
な
っ
て
く
れ
た
の
だ
と
い
う

　
白
拍
子「
静
御
前
」が
、義
経
の
後
を
追
い
、秋
保
の
長
袋
の
地
ま
で
来

て
倒
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、野
中
の
旧
家
の
祖
先
に
助
け
ら
れ
た
が
、義
経

討
死
の
報
を
聞
き
、悲
し
み
の
あ
ま
り
こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
。そ
の
墓

が
二
口
街
道
脇
に
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
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折
り
返
し

折り返し

長袋幹線農道からの大東岳の絶景

スタート地点　長袋の民話の旅へGO！

第1コース 所要時間 約120分

1 秋保市民センター

　秋保中学校前にある地
蔵さん。おせんという娘を
守るため、身代わりになっ
てくれた物語を残します。
今は、その傍らに交通安
全を見守る地蔵と一緒に
地域の人々に大切に祀ら
れています。

2 おせん地蔵

　平家の落ち武者たち
が、山伏姿に身を変えて、
平重盛の遺骸をここに埋
葬し、阿弥陀如来を安置
したといういわれを持つ
お堂です。一行は、秋保氏
の祖となり、また、共に逃
れてきた平貞能は、青葉
区大倉にある定義に移
り、定義西方寺の始祖と
伝えられています。

3 並木阿弥陀堂
なみ   き　あ　み　だ　どう

じ  ぞう

あき   う    し   みん

　このお堂は、秋保における平家落人
伝説の発祥の伝説を伝える貴重な建
物です。平重盛ゆかりの像は、現在向
泉寺境内にある阿弥陀如来堂に安置
され、秋にはご開帳があります。

4 小松阿弥陀如来
こ  まつ    あ　み　だ　にょ らい

　10坪ほどの畑に密集してこんもり
生えている竹林。磐次郎・磐三郎伝説
を由縁とし、地域の方々に長い間親し
まれている名所です。秋保神社のかつ
ての流鏑馬では、この竹から矢を作る
習わしでした。

6 逆さ竹
さか　 だけ

　山寺へ通じる
旧二口街道沿い
に残る一里塚。
わずかに遺され
た土塁の跡がそ
の歴史を伝えて
います。

5 一里塚
いち  り  づか

　歴代藩主も参詣した由緒ある神社で、かつては、
相撲、流鏑馬などが境内で行われました。近年は、
「勝負の神」としての信仰も集め、秋の例大祭では秋
保神社神楽や霊験あらたかな「湯立て神事」が執り
行われています。

7 秋保神社
　源義経と静御前の悲恋物語は、秋
保の地にもその遺構があります。義
経の冥福を祈りながら、静御前が没
した地として、石碑が建立されていま
す。周辺には、静御前の伝説が数多く
残されています。

8 静御前の碑
しずか  ご  ぜん　    　ひ あき    う   じんじゃ

　静かな木立の中に、静御前ゆかりの清水、手植えのヒバ、腰
掛石と伝わる場所が遺されています。

　南に白岩を望み、見晴らしの良い高台にあります。秋保を長
く治めた秋保氏の藩政時代後期の墓所が「秋保家御廟」です。
秋保氏の功績を伝える菩提寺として知られています。

9 清水窪

第2コースのスタート地

し   みず くぼ

10 秋保家御廟 大雲寺
あき   う    け     ご  びょう  だい うん  じ

　通称「めがね橋」。
昭和14年竣工、石ケ
森産秋保石の石橋
で、桜の季節は展望
台からの撮影が絶景
ポイントです。
　豊後館館主秋保定
重の妻子にまつわる
悲しい伝説を伝える
橋で、「子抱き沢橋」と
も呼ばれています。

11 旧小滝沢橋
きゅう こ  だき  さわ ばし

　名取川河岸の断崖絶壁の景勝地。高さ80ｍの白い岩壁が
350mも続きます。四季を通じて、山水画を思わせる静かな佇
まいを見ることができます。対岸からの展望がお勧めです。

12 白岩
しら いわ

第
２
コ
ー
ス

所
要
時
間 

約
90
分

私有地のため、許可なく立ち入りできません

第2コース
第1コース

幕末創業の老舗豆腐店
三角油揚げ、竹豆腐が絶品
☎022-399-2707
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10

秋保市民
センター

一里塚

逆さ竹

秋保神社

静御前の碑

清水窪

名取川

諏訪前

8

向泉寺

大雲寺
（秋保家御廟）

小松阿弥陀如来

竹ノ内橋
竹ノ内

白沢口ため池

真加院ため池

加沢ため池

向宿
●加沢集会所

泉口
ため池

湯の辺田

大原

裏の川

町長袋神明神社

おせん地蔵

●秋保小学校

並木集会所●

大原集会所●

旧西光寺跡●

白岩

旧小滝沢橋

小滝沢

●太田とうふ店

●白岩展望台

太田とうふ店

■お休み処

竹林に囲まれた閑静な佇ま
い。岩魚天ざるそばが逸品
☎022-399-4034

そば処 悠全

■お休み処

そば処 悠全●

並木阿弥陀堂

●

秋保中学校

●野中生活改善センター

●秋保総合支所

芋生峠へ

長袋幹線農道
民話「逆さ竹」

民話「小滝沢」

民話「清水窪」

P

P

民話「おせん地蔵」

長袋の民話発祥の地を歩いて巡る旅！

457

457

山形市
馬場

川崎町

長袋

境野

湯元 茂庭

青葉区

秋保全体図

拡大


